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1.目的 

 2004 年新潟県中越地震により，震源域に位置する新

山本調整池は，深刻な被害を受けた．新山本調整池は，

図 1.1 に示すように大きく湾曲したダム軸をもってい

る．この特殊な形状のため，どのような振動特性を有

し，地震時にどのような挙動を示したのかについては，

十分解明されていない． 

 そこで，本研究では，有限要素法を用いて，新山本

調整池の振動特性を把握し，新潟県中越地震時の挙動

について考察する． 
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2.ダム本体の 2 次元解析 

 ダムの代表的な 4 断面をモデル化し，2 次元振動数解

析を行った．解析に用いたモデルの 1 つを図 2.1 に示

す．なお，堤体の物性値は，このダムの復旧工事報告

書 2)とロックフィルダムの経験式に基づき設定した． 

 解析結果を常時微動測定結果 3)と比較したものを図

2.2 に示す．図 2.2 より，実測結果と良好な一致をする

ことが確認される．このことより，物性値は妥当な値

であるといえる．また，0.4sec 付近のピークは地盤の

影響によるものと推測される． 
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3.ダム－基礎系の 2 次元解析 

 地盤の影響を定量的に確認するために，代表的な 4

断面のダム－基礎系の 2 次元モデルを用いて解析する

こととした．解析に用いたモデルの 1 つを図 3.1 に示

す．解析方法は，地盤底面に，パルス波を水平方向に

入力し，ダム底面，ダム天端での応答を解析すること

で地盤の影響を考察した． 

図 3.2 にダム底面，ダム天端での応答から求めた，フ

ーリエスペクトル，H/V スペクトル比，伝達関数を示

す．図 3.2 より，地盤で増幅される周期とダム本体で増

幅される周期があることが確認される．他の断面にお

いても，同様の結果が得られたことから，0.4sec 付近

は地盤で増幅される周期であると言える． 

 

 

 

図 1.1 新山本調整池全体 1)と代表的 4断面(A~D)

図 2.1 ダム本体の 2 次元解析モデル(C 断面) 

図 2.2 解析結果と実測結果の比較(上下流方向) 

図 3.1 ダム－基礎系の 2 次元解析モデル 
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4.3 次元モデルの地震応答解析 

 新山本調整池の振動特性を 3 次元体として把握する

とともに，新潟県中越地震時の挙動を考察するために，

3 次元有限要素モデルを作成した．3 次元モデルは，堤

体の高さを 24 測点で一致させて作成した．また，堤体

の物性値は代表的な 4 断面における各材料の面積の割

合から算出したもので代表させた． 

 KiK-net 川西 4)の地下の本震記録をダム底面に入力

し，24 測点での地震応答を解析した．図 4.1 に 3 次元

モデルおよび応答加速度の軌跡を示す．また，図 4.2

にダム本体の増幅を表す伝達関数を示す． 

図 4.1 より，右岸側からダム中央やや左岸側までは，

ダム軸方向の応答が卓越し，それよりも左岸側では，

上下流方向の応答が卓越することが確認される．また，

図 4.2 より，上下流方向は堤体の高さに応じて卓越周期

が変化するが，ダム軸方向は，ダム中央付近で卓越周

期が一定となることが確認される． 
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5.結論 

 ダム本体の卓越周期は，0.25sec 以下で断面位置によ

って変化する．上下流方向の卓越周期は堤体の高さに

応じて変化し，ダム軸方向の卓越周期はダム中央でほ

ぼ一定となり，方向によって異なることが明らかとな

った．また，新潟県中越地震時には，右岸側からダム

中央やや左岸側までは，ダム軸方向の応答が卓越し，

それよりも左岸側では，上下流方向の応答が卓越する

ことが明らかとなった． 
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図 3.2 パルス応答解析結果 

図 4.1 3 次元モデルおよび応答加速度軌跡

図 4.2 地震応答解析結果 伝達関数 
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